Integrity　「順法仁徳」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2005年5月11日
数年前の雪印乳業の不祥事から最近の三菱自動車のリコール隠しはモノ作り良心の欠如、　コクドの堤義明氏の株主虚偽報告は企業の社会的責任に欠如した犯罪で、　次々と明るみに出るトップを含む企業不祥事は今後共後を絶たないでしょう。　「赤信号　皆で渡れば　怖くない」と反社会的な行為を「チョッとだけ　会社のためだ　目をつぶれ」とやらせて来ましたが、やはり天網恢恢　疎にして漏らさずで、結局はその会社を危機に陥らせます。
　　
この背景を考えると、根は深いのです。　衆生を教え導く巧みな便法として「嘘も方便」が許されてきたが、やはり「嘘吐きは泥棒の始まり」です。　次に会社は利益計上しなければならないが、　同時にその一部は社会に還元しなければならない。　企業の社会貢献を視野に入れると、顧客の顔も新たに観えて、人にも優しくなる。　この欠如が背景にありそうです。　「正直者はバカをみる」社会は法治国家の恥でまだ日本は真の先進国とは呼ばれない。　
長らく務めたGeneral Electric Company (GE)では多くのことを学びましたが、その中でも重要なことの一つにIntegrityという言葉があります。　その重要性を今改めて認識しています。　米国の軍需産業でよく採用される就業時間高払いの契約が有りますが、30年ほど前に、ＧＥの軍需部門で他のプロジェクトをしていた時間までもそのプロジェクトに組織ぐるみで請求していたことが政府監査で判り、　業務一時停止と巨額の罰金を科されたことがありました。　また外国企業、政府との契約にあたり、後進国では慣習となっている贈賄等でも問題になりました。　当時すでに他社と同じく、社内規定や倫理基準が整備され、それらを熟読するよう各従業員に指示されていましたが、これらを契機として、当時のCEO Jack Welchは全従業員にケース スタデイと選択式テストにまで詳細に亘るIntegrity研修を義務付けました。その内容は独占禁止法（価格談合、学会、業者団体での排他的規格や基準の設定、競争阻害の申合せ）、インサイダー取引の禁止、官公庁職員との会食制限、異文化国での贈賄、ギフトの慣習にどう処置するか、製品に欠陥が発見された場合の報告処理手続き、労働災害、職場の安全確保等複雑多義に亘るものでした。
Integrityで辞書を引くと、誠実、高潔、清廉、基準、規範、完全無欠、（領土の）保全とあります。complianceつまり順法という意味でも使われていますが、米国では以下のように使われます。Condoleezza Rice博士が米上院外交委員会での国務大臣承認審査席上で述べた言葉ですが　“My character．, my integrity．．”　つまり私の性格からして．、私の品格．．という意味です。　また総会会場等で　”A Man of Integrity，Mr. XX ”などと賞賛し紹介します。　Integrityにはこのような深遠な概念が含まれています。つまり順法、良心、倫理観、品格、から仁徳までが含まれます。孔子の教える「仁」は一口には言い切れないようですが、その人の社会的地位と学識から環境対策や慈善運動まで含めて「人に優しく行動する」ことでしょうか。　
そこでIntegrityを「順法仁徳（じんとく）」と訳してみました。法を順守し規範を重んじ、人に優しく行動すれば、結果的に徳(得)になるという意味を籠めました。
